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　鈴鹿や信楽など市内の山地には、美しい渓谷があります。
南鈴鹿の高畑山付近を源とする甲賀町の唐戸川は、枝分か
れした深い渓谷で、スギ・ヒノキ植林が目立つものの、多
くの生き物に出会える場所です。
　初夏の渓谷には、生き物の鳴き声が響きます。野鳥では、
「ツキヒホーシ（月日星）、ホイホイホイ」の声で有名なサ
ンコウチョウ（三光鳥）が毎年、南の国から渡って来ます。
青い鳥のオオルリやクロツグミなど美声の主も多く、火の
鳥に例えられるアカショウビンの記録もあります。
　また、林道脇の水たまりには、モリアオガエルの低い声

が響き、梅雨の頃には、
水面上に張り出た枝先
に、白い泡につつまれ
た卵塊が見られるでし
ょう。水たまりに落下
した幼いオタマジャク
シを狙う、アカハライ
モリやヤマカガシも潜
みます。
　渓流には、カワムツ
やタカハヤの魚影があ
り、岸には美しいカワ
トンボも舞います。

２日㈪、９日㈪、16日㈪
23日㈪、30日㈪
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